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平
成
2
年
6
月
1

7
日
ま
で

石
神
井
台
一
丁
日
二
日

6
（
石
神
井
図
書
館
内
）
℡
9
9
6
－
〇
五
六
三

都
市
化
し
た
練
馬

諏訪神社（氷川台二丁目）

の
家
並
の
途
中
に
、

緑
深
い
神
社
の
境
域

が
あ
り
ま
す
。
私
達

の
先
人
が
カ
ミ
に
祈

っ
た
足
跡
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
年
中
行

事
へ
の
参
加
や
、
祈

願
な
ど
を
通
し
て
、

現
在
の
人
々
の
生
活

と
も
、
深
い
か
か
わ

り
が
あ
り
ま
す
。

境
内
に
奉
納
さ
れ

た
、
数
々
の
石
造
物

指定・登録文化財決まる
区
報
3
月
1
日
号
で
詳
細
を
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
昨
年
1
2
月
2
1
日
の
文
化

財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
2
月

1
5
日
、
長
命
寺
の
仁
王
門
な
ど
1
5
件
を

文
化
財
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

（
有
形
文
化
財
）
長
命
寺
仁
王
門
・

加
藤
家
文
書
・
妙
福
寺
文
書
他

人
無
形
文
化
財
）
髄
甲
螺
細
蒔
絵

〈
有
形
民
俗
文
化
財
）
狐
の
大
根
取
り

入
れ
図
絵
馬
・
下
練
馬
の
富
士
塚

（
無
形
民
俗
文
化
財
）
関
の
ぼ
ろ
市
他

人
史
跡
）
旧
大
泉
村
役
場
跡

（
天
然
記
念
物
）
カ
タ
ク
リ
群
落
他

ま
た
、
小
島
家
文
書
な
ど
2
件
を
初

め
て
指
定
文
化
財
と
し
ま
し
た
。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
目
的
で
造
ら
れ
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
資
料
室
で
は
、
区
内
全
域
に
あ
る
神
社

の
石
造
物
に
つ
い
て
調
査
し
、
左
記
の
冊
子
に

ま
と
め
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。
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第7号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　平成2年（1990）4月

練
馬
区
、
そ
の
中
で
も
光
が
丘
は
、
こ
こ
帥

年
の
間
に
、
純
農
村
か
ら
超
近
代
都
市
へ
と
、

驚
く
べ
き
変
容
を
示
し
て
い
る
。

「
今
の
光
が
丘
の
前
は
何
で
し
た
か
」
と
い

う
問
い
に
は
、
「
グ
ラ
ン
ト
ハ
イ
ツ
で
し
た
」

と
い
う
答
え
が
、
即
座
に
返
っ
て
く
る
。
「
そ

の
前
は
？
」
と
、
さ
ら
に
問
い
か
け
る
と
、
「
さ

あ
、
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
人
が
多
い
。

「
普
通
の
農
村
で
し
ょ
う
」
と
答
え
る
人
は
、

ま
だ
い
い
万
で
、
「
成
増
（
ま
た
は
高
松
）
飛
行

場
が
あ
り
ま
し
た
」
と
答
え
ら
れ
る
人
は
、
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

東
京
の
周
辺
に
緑
地
帯
を
設
け
る
と
い
う
計

㌔
が
、
昭
和
1
4
年
に
決
定
し
た
。
そ
の
中
に
、

大
泉
か
ら
土
支
田
に
か
け
て
東
西
に
の
び
る
地

域
が
含
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
1

6
年
、
防
空
法
が
成
立
し
、
防
空
緑
地

と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り
、
昭
和
1
7
年
に
は
測

量
が
始
ま
っ
た
が
、
戦
局
が
職
烈
に
な
る
と
と

も
に
、
陸
軍
の
航
空
基
地
に
変
更
さ
れ
た
。

光
が
丘
は
、
も
と
の
練
馬
高
松
町
、
練
馬
田

柄
町
、
練
馬
土
支
田
町
に
ま
た
が
る
農
村
で
あ

っ
た
。
中
央
部
に
田
柄
川
・
田
柄
用
水
が
西
か

ら
東
へ
流
れ
て
い
た
。
「
主
な
し
」
と
呼
ば
れ

「
光
が
丘
」
ム
フ
ー
む
か
し

文
化
．
対
保
－
空
軍
琶
員
こ
松
本
．
寵
鹿

光
が
丘
の
昔
を
調
べ
る
た
め
に
、
戦
前
か
ら

戦
中
に
か
け
て
、
こ
の
地
で
農
業
を
営
ん
で
い

た
人
々
の
話
を
聞
い
て
み
た
。
す
で
に
代
替
わ

り
し
て
い
た
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
立
場
や
受
け

と
め
方
が
違
っ
て
い
た
り
、
記
憶
が
必
ず
し
も

正
確
で
な
い
場
合
も
あ
っ
た
り
し
て
、
昔
か
ら

住
ん
で
い
た
人
々
の
中
に
も
風
化
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
土
地
の
変
化
は
、
や
は
り
戦
争
ぬ
き
に

は
考
え
ら
れ
な
い
。
歴
史
の
中
の
小
さ
な
事
実

と
し
て
書
き
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

昭
和
1
8
年
（
1
9
4
3
）
　
以
前

る
水
は
け
の
悪
い
所
が
あ
り
、
ヨ
シ
や
ス
ス
キ

や
雑
草
で
お
お
わ
れ
て
い
た
。
雨
が
降
る
と
ど

こ
に
も
流
れ
ず
湿
地
帯
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
3
年
に
1
度
く
ら

い
は
野
水
が
出
て
、
田
柄
川
に
流
れ
こ
ん
だ
。

主
な
し
を
除
い
て
は
肥
沃
な
農
地
で
、
豪
農

と
い
わ
れ
る
農
家
が
多
か
っ
た
。
当
時
の
農
産

物
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

米
（
陸
稲
が
多
く
、
水
稲
は
少
な
か
っ
た
）

大
麦
・
小
麦
・
粟
・
大
根
・
人
参
・
午
芳

じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま
い
も
・
さ
と
い
も

う
り
・
西
瓜
な
ど
。
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囲
親
子
史
跡
敵
参

ー
　
大
泉
の
お
か
し
を
訪
ね
て
　
ー

満
開
の
桜
の
下
、
大
泉
学
園
駅
北
口
周
辺
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
は
、
親
子
一
組
を
含
む
1
3

人
。
文
化
財
保
護
推
進
員
で
、
大
泉
の
歴
史
に

詳
し
い
石
井
薫
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、
約
2
時

間
3
0
分
の
歴
史
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
泉
小
学
校
隣
の
北
野
神
社
に
集
合
。
お
松

塚
1
妙
福
寺
1
諏
訪
神
社
1
本
照
寺
1
馬
頭
観

音
l
大
泉
村
役
場
跡
と
訪
ね
、
妙
延
寺
で
解
散
。

諏
訪
神
社
で
は
、
平
成
元
年
度
の
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
「
狐
の
大
根
取
り
入
れ
図
絵

馬
」
を
、
特
別
に
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
絵
馬

の
由
来
や
練
馬
に
残
る
絵
馬
の
話
も
聞
き
、
改

め
て
興
味
を
抱
い
た
参
加
者
も
い
た
よ
う
で
す
。

大
泉
村
役
場
跡
も
、
今
で
は
児
童
遊
園
と
な

り
ま
し
た
。
白
子
川
も
汚
れ
、
昔
の
話
を
聞
く

に
つ
け
て
も
、
大
泉
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
く
ば

か
り
で
し
た
。

伝
説
に
残
さ
れ
た
「
お
松
様
」
や
「
力
持
惣

兵
衛
」
の
馬
頭
観
音
も
訪
ね
ま
し
た
。
路
傍
に

あ
る
松
や
石
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
語
り
継
が

れ
て
今
に
伝
わ
る
お
話
し
に
、
昔
の
人
の
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
郷
土
を
知
る
よ
す
が
と
し

て
、
大
切
に
保
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

2
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昭
和
1
8
年
4
月

飛
行
場
用
地
買
収
始
ま
る
。
家
屋
移
転
は
8

月
完
了
の
命
令
。
移
転
し
た
農
家
、
高
松
1
9
、

大
門
山
4
、
八
丁
堀
3
、
八
丁
原
3
0
、
上
田
柄

1
、
神
明
ケ
谷
戸
　
（
辻
庚
申
も
含
む
）
　
9
、
計

6
6
軒
　
（
同
居
を
含
め
8
0
世
帯
）
。
大
部
分
の
農
家

は
親
戚
に
助
け
ら
れ
て
、
飛
行
場
用
地
周
辺
に

土
地
を
求
め
て
移
り
住
ん
だ
。
一
軒
だ
け
、
相

模
原
に
移
転
し
た
。

昭
和
1
8
年
7
月

飛
行
場
建
設
工
事
開
始
。
南
北
千
8
0
0
m
、
東

西
千
5
0
0
m
。
工
兵
隊
、
建
設
業
者
の
他
、
豊
多

摩
刑
務
所
囚
人
で
編
成
し
た
建
設
隊
、
勤
労
奉

仕
の
産
業
国
隊
・
動
員
学
徒
な
ど
が
従
事
。

昭
和
1
8
年
1
2
月
～
2
0
年
2
月

1
8
年
1
2
月
、
飛
行
第
4
7
戦
隊
配
備
。
二
式
戟

鐘
旭
2
個
中
隊
。
1
9
年
1
月
、
3
個
中
隊
編
成

と
な
る
。
1
9
年
日
月
、
特
別
攻
撃
隊
編
成
　
（
隊

員
4
名
）

1
9
年
1
2
月
～
2
0
年
2
月
、
四
式
戟
　
疾
風
に
機

種
改
変
。
当
時
、
稼
動
率
8
7
％
は
整
備
の
優
秀

さ
を
示
し
て
い
た
。
1
9
年
1
2
月
2
4
日
～
2
0
年
2

月
1
0
日
、
B
2
9
迎
撃
4
回
。
撃
墜
1
9
　
（
内
体
当

た
り
6
　
－
　
戦
死
5
、
生
還
1
）
撃
破
2
9
。

2
0
年
2
月
1
6
日
、
艦
載
機
迎
撃
、
撃
墜
1
8
。
迎

撃
禁
止
と
な
る
。

昭
和
2
0
年
（
1
9
4
5
）
8
月
1
5
日

敗
戦
。
残
余
の
飛
行
機
は
米
軍
が
焼
却
。
飛

行
場
は
国
有
地
と
し
て
、
大
蔵
省
の
管
理
下
と

な
り
、
そ
の
後
、
特
別
調
達
庁
東
京
特
別
調
達

局
の
管
理
下
と
な
る
。
2
1
年
、
一
時
開
墾
を
許

可
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
米
軍
が
接
収
し
、
敷
地

を
拡
張
し
、
上
板
橋
駅
よ
り
北
町
の
陸
軍
倉
庫

へ
の
引
込
線
を
延
長
（
啓
示
へ
ケ
イ
ン
ー
）
線

6
・
3
k
m
）
開
設
。
3
4
年
廃
線
。
最
初
、
グ
ラ
ン
ト
ハ

イ
ツ
建
設
資
材
を
は
こ
ぶ
。

昭
和
2
2
年
4
月

グ
ラ
ン
ト
ハ
イ
ツ
着
工
。
2
3
年
6
月
完
成
。

昭
和
4
5
年
6
月
、
返
還
直
前
の
規
模
、
面
積
百

8
3
万
1
千
4
1
8
鮒
、
人
口
約
5
万
人
。
旧
滑
走
路

が
メ
ー
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
3
9
年
1
2
月
1
8
日

須
田
練
馬
区
長
、
都
知
事
に
グ
ラ
ン
ト
ハ
イ

ツ
返
還
要
請
。
こ
の
後
、
返
還
運
動
が
盛
ん
に

な
り
、
昭
和
4
7
年
～
4
8
年
、
3
次
に
わ
た
っ
て

返
還
さ
れ
た
。

昭
和
4
4
年
9
月
1
日

光
が
丘
住
居
表
示
案
内
図
が
で
き
る
。
「
光

が
丘
」
と
は
、
緑
と
太
陽
の
ま
ち
練
馬
を
象
徴

し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

昭
和
4
9
年
光
が
丘
公
園
の
都
市
計
画
決
定

昭
和
5
4
年
住
宅
施
設
・
道
路
な
ど
の
都
市

計
画
決
定
。
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ま
し
た
。

学
校
で
習
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
と
、
参
加
し

て
く
れ
た
小
学
校
四
年
生
の
い
ず
み
ち
ゃ
ん
。

難
し
い
話
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
後

に
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
う
笑
顔
が
、
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
（
須
）

妙　福　寺　（南大泉五丁目）

参
参
参
参
参
㊤
参
参
参
参
参
㊤
参
㊧
㊧
㊤
参
参

昭
和
5

6
年
（
1
9
8
1
）

光
が
丘
住
宅
建
設
工
事
始
ま
る
。

〔
こ
の
文
章
は
、
故
松
本
氏
が
「
史
跡
散
歩
」

の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
原
稿
を
、
社
会
教
育
課

の
責
任
で
抄
録
し
た
も
の
で
す
。
〕
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区
内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
の
様
子
を

確
認
し
た
り
、
文
化
財
保
護
の
考
え
方
を
区
民

に
広
め
る
役
割
の
、
文
化
財
保
護
推
進
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
定
員
は
1
0
名
。
区
内
を
1
0
区

画
に
分
け
て
、
巡
回
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

2
月
1
日
で
、
2
年
日
を
む
か
え
ま
し
た
。

1
0
名
の
う
ち
9
名
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
泉
学
園
町
2
丁
目
の
加
藤
書
平
氏
が
都
合
に

よ
り
退
任
さ
れ
、
東
大
泉
1
丁
目
の
石
井
薫
氏

が
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
桜
台
3

丁
目
の
鈴
木
曹
元
氏
が
3
月
1
日
に
、
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

（
担
当
地
域
一
覧
）
　
敬
称
略

井
口
　
敏
　
石
神
井
台
・
関
町
（
全
域
）
・
立
野
町

石
井
　
薫

伊
藤
桂
一

大
泉
学
園
町
・
西
大
泉
・
南
大
泉

豊
玉
（
全
域
）
・
中
村
（
全
域
）
・
小
竹
町

・
旭
丘

岩
崎
美
智
子

瓜
生
　
活

加
藤
佐
平

亀
井
邦
彦

桑
島
新
一

鈴
木
曹
元

富
士
見
台
・
南
田
中

旭
町
・
土
支
田
・
大
泉
町
・

三
原
台
・
石
神
井
町

田
柄
。
春
日
町
二
尚
松
・
光
が
丘

東
大
泉
・
（
鈴
木
曹
元
担
当
地
域
）

谷
原
∴
高
野
台
・
向
山
・
貫
井

北
町
・
錦
・
氷
川
台
・
平
和
台
・

早
宮
・
桜
台
・
練
馬
・
栄
町
・
羽
沢

《
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
》

校
本
　
龍
雄
さ
ん
　
　
6
6
歳

（
平
成
2
年
2
月
1
5
日
逝
去
）

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
・
郷
土

資
料
調
査
員
な
ど
。
練
馬
区
の
庚
申
塔

な
ど
の
調
査
に
従
事
。
旧
下
練
馬
村
の

歴
史
・
光
が
丘
の
歴
史
等
を
主
に
研
究
。

埋
蔵
文
化
財
の
相
談
・
問
合
せ
・
届
出
等
が

激
増
し
ま
し
た
。
昨
年
7
月
の
第
4
号
に

長
坂
淳
子
　
上
石
神
井
・
上
石
神
井
南
町

・
下
石
神
井

も
同
内
容
の
記
事
を
出
し
ま
し
た
が
、
昭
和
6
3

年
度
窓
口
照
会
2
9
6
件
に
比
べ
、
平
成
元
年
度
は

4
6
0
件
と
、
活
発
な
土
地
利
用
が
う
か
が
え
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
、
開
発
行
為

が
な
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
2
年
1
月
1
日
～
3
月
3
1
日
）

（
1
月
）

1
6
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会

1
7
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘

1
9
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会

2
6
日
　
文
化
財
防
火
デ
ー

（
2
月
）

（
氷
川
台
一
丁
目
）

（
大
泉
町
一
丁
目
）

（
石
神
井
町
一
丁
目
）

（
S
か
所
）

6
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
大
泉
町
二
・
五
丁

目
）

1
3
日
　
石
神
井
城
址
調
査
会
　
資
料
リ
ス
ト
調

査
部
会
（
以
下
「
調
査
部
会
」
）
　
　
②

1
9
日
～
3
月
2
0
日
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

（
富
士
見
台
四
丁
目
）

2
0
日
　
石
神
井
城
址
調
査
会
　
調
査
部
会
③

2
2
日
～
3
月
5
日
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

（
富
士
見
台
四
丁
目
）

2
5
日
　
東
京
都
遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会

（
練
馬
公
民
館
）

2
6
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
大
泉
学
園
町
九
丁
目
）

2
7
日
　
石
神
井
城
址
調
査
会
　
　
調
査
部
会
④

2
8
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
貫
井
五
丁
目
）

（
3
月
）

8
日
　
石
神
井
城
址
調
査
会
　
　
調
査
部
会
⑤

1
2
日
～
1
5
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘

（
早
宮
一
丁
日
）

312813

日　日　日

文
化
財
保
護
推
進
員
会
（
川
越
市
視
察
）

春
休
み
親
子
史
跡
散
歩
　
（
大
泉
地
域
）

石
神
井
城
址
調
査
会
（
全
体
会
）
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